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  中医方剤薬効分類 
   方剤名 効能 生薬組成 
  書籍 主治および証  病機  方意 

　　開竅剤 温開剤2 

 
 紫

し
金
きん

錠
じょう

 
 （太乙紫金丹・玉枢丹） 

化痰開竅・闢穢解毒・消腫止痛  山慈姑90ｇ・大戟45ｇ・続隨子30ｇ・五倍子90ｇ・麝香9ｇ・雄黄90ｇ・ 
朱砂30ｇ 
 粉末を糯米糊で錠剤にし、1日2回0.6～1.5ｇずつ服用する。成薬。 

 片玉心書   主治は、穢悪痰濁の邪による腹痛、腹満、嘔吐、下痢、意識障害などの症候。 
  穢悪痰濁の邪が気機を閉塞して昇降が失調し、心竅が塞がった状態である。芳香開竅、行気止痛の麝香、清 
熱消腫の山慈姑、闢穢解毒の雄黄、逐痰消腫の大戟・続隨子、重鎮安神の朱砂、渋腸止瀉の五倍子により開竅 
化痰、闢穢解毒する。外用すると疔瘡癤腫に対して消腫散結の効果がある。 
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